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現
在
学
生
部
員
十
数
名
。
内
訳
、
合
宿
隊
三
十
名
以
上
、
試
合
要
員

約
五
名
、
飲
み
部
隊
二
十
数
名
、
稽
古
参
加
者
数
知
れ
ず
。

芸
大
剣
道
部
は
、
学
部
生
、
院
生
だ
け
で
な
く
、
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
、

体
育
の
授
業
で
の
剣
道
選
択
者
、
他
道
場
の
剣
士
の
活
動
に
よ
っ
て

成
り
立
っ
て
い
る
。
所
属
の
学
科
も
さ
ま
ざ
ま
で
、
音
楽
学
部
も
美

術
学
部
も
入
り
乱
れ
て
交
流
中
。
顧
問
は
剣
道
七
段
、
心
身
と
も
に

ビ
ッ
ク
な
高
橋
亨
先
生
だ
。
卒
業
生
は
ち
ょ
く
ち
ょ
く
顔
を
出
す
の

ク
ラ
ブ
・

サ
ー
ク
ル

訪
問

芸
大
生
た
ち
は
、
創
作
・
演
奏
に
研
鑽
を
積
む
一
方
で

さ
ま
ざ
ま
な
ク
ラ
ブ
、
サ
ー
ク
ル
に
属
し
て
い
る
。

「
明
る
く
」「
楽
し
く
」「
美
し
く
」
活
動
す
る
、

東
京
芸
大
の〝
部
活
〞
を
紹
介
す
る
。

剣
道
部

自
由
で
さ
ま
ざ
ま
な
つ
な
が
り

前
島
安
奈

第2回
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秋田県男鹿への夏季合宿のときに催された「ふれあい交流ワークショップ」。
地元の子どもたちとの芸術をとおした交流イベントである。2004年、2005年

OBも積極的に参加し
て行われる体育館（上
野）での定期練習。

で
、
個
人
的
に
一
緒
に
企
画
の
仕
事
を
し
た
り
す
る
ほ
ど
、
関
係
は

深
い
。

こ
こ
数
年
剣
道
部
で
お
熱
い
の
は
合
宿
だ
。
毎
年
秋
田
県
の
男
鹿

半
島
に
行
き
、
剣
道
だ
け
で
な
く
、
地
元
の
小
・
中
学
生
の
参
加
を

募
っ
て
美
術
と
音
楽
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
た
り
、
展
示
と

コ
ン
サ
ー
ト
を
行
っ
た
り
す
る
。
こ
の
合
宿
は
十
年
計
画
で
、
二
〇

〇
七
年
秋
田
県
で
開
催
さ
れ
る
国
体
に
向
け
盛
り
上
げ
て
い
こ
う
と

い
う
企
画
か
ら
始
ま
り
、
今
年
で
九
年
目
に
な
る
。
男
鹿
市
と
剣
道

連
盟
と
剣
道
部
の
三
本
柱
で
す
す
む
た
め
、
関
わ
る
人
も
多
く
、
不

思
議
な
つ
な
が
り
の
人
々
も
参
加
す
る
の
で
、
今
や
誰
が
実
際
学
生

で
あ
る
の
か
本
人
た
ち
に
も
よ
く
わ
か
っ
て
い
な
い
。
当
然
剣
道
も

参
加
者
の
幅
は
広
く
、
各
地
の
大
学
生
も
い
れ
ば
地
元
の
道
場
の
小

学
生
も
い
る
。
楽
な
条
件
も
あ
る
と
は
い
え
わ
り
と
過
酷
な
状
況
の

合
宿
は
、
結
構
私
た
ち
の
経
験
値
を
あ
げ
て
く
れ
る
。

夏
に
は
Ｔ
シ
ャ
ツ
を
つ
く
り
、
藝
祭
で
は
や
き
と
り
と
広
島
風
お

好
み
焼
き
の
店
を
出
店
す
る
。
イ
ベ
ン
ト
し
か
や
ら
な
い
の
か
と
お

も
い
き
や
、
五
美
戦
や
四
芸
祭
な
ど
の
試
合
で
も
、
本
番
に
な
れ
ば

そ
れ
な
り
に
ノ
リ
ノ
リ
に
な
る
。
高
校
ま
で
剣
道
部
だ
っ
た
人
も
大

学
か
ら
始
め
た
人
も
、
負
け
た
時
の
陰
湿
な
ほ
ど
の
悔
し
が
り
よ
う

っ
た
ら
な
い
。

代
々
か
ら
の
こ
の
部
の
性
根
な
の
か
、
自
由
人
を
多
数
受
け
つ
け

る
よ
う
で
、
現
在
の
参
加
の
仕
方
も
さ
ま
ざ
ま
な
ら
ば
、
将
来
の
排

出
の
仕
方
も
さ
ま
ざ
ま
で
、
部
の
あ
り
か
た
も
さ
ま
ざ
ま
な
の
だ
と
、

世
を
相
対
的
に
見
た
と
き
に
し
み
じ
み
思
う
。
剣
道
部
よ
、
末
永
く

あ
れ
。

（
ま
え
じ
ま
・
あ
ん
な
／
美
術
学
部
先
端
芸
術
表
現
科
三
年
）




